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本講演における利益相反 
 

☑ ありません 



はじめに 

  ☑ 造 影 剤 使 用 ：診断能向上のために不可欠 

  ☑ 患者への不利益：重篤な副作用のリスク 

造影CT､MR検査において避けることのできない造影剤副作用に 

対して診療放射線技師ができる安全管理対策について考える。 



Risk Map から見える改善・低減すべきインシデント 

★急性副作用 

★血管外漏出 

濵田智広：造影検査における Risk Map．医療安全フォーラム、講演スライド  



造影剤副作用の低減に必要な業務（CT、MR） 

★「検査前」、「検査中」、「検査後」の安全管理対策が必要 



診療放射線技師ができる安全管理対策 

【検査前】 

  ① 造影検査歴と副作用の有無やアレルギーチェック 

  ② 患者の不安を和らげる対応 

  ③ 副作用を少なくするための対処 

【検査中】 

  ④ 副作用を少なくするための造影剤注入方法 

  ⑤ 造影剤注入中の副作用前駆症状の早期発見 

  ⑥ 副作用発現時の他の医療スタッフとの連携協力 

【検査後】 

  ⑦ 遅発性副作用に対する説明と注意 



【検査前】 

① 造影検査歴と副作用の有無やアレルギーチェック 

（高リスク患者の把握による頻度の低減・回避） 



① 造影検査歴と副作用の有無やアレルギーチェック 

検査説明書、問診表などの一例：京都大学病院より提供 

問診・同意書 検査説明文 検査案内・予約票 



ヨード造影剤問診表における質問項目と推奨度 

日本医学放射線学会/日本放射線専門医会・医会．ヨード造影剤問診表における質問項目と推奨度について．2010 



電子カルテによる質問項目のチェック体制 

電子カルテの一例：京都大学病院より提供 



【検査前】 

② 患者の不安を和らげる対応 

（不安の緩和による頻度の低減） 



② 患者の不安を和らげる対応（不安が副作用に与える影響） 

津留英子、他：臨牀看護, 15(12), 1815-20, 1989 



松平直哉：映像情報（M）,26(16), 977-80, 1994 

② 患者の不安を和らげる対応（副作用に対するBGMの作用） 



【検査前】 

③ 副作用を少なくするための対処 

（対処による頻度の低減、重症度の改善） 



尾前弘美 他: 日本病院会雑誌．47(2), 228-230, 2000. 

③ 副作用を少なくするための対処（検査前水分負荷と副作用） 

造影CT：221件 

経静脈性尿路造影：198件 



Yoshikawa D. et al.: Eur J Radiol 77. 118-122, 2011 

造影CT後24時間以内の大量の水分の経口摂取が腎障害を 
予防する可能性がある。 （1,500mL/日以上） 

③ 副作用を少なくするための対処（検査後水分摂取と腎機能） 



③ 副作用を少なくするための対処（造影剤の加温） 

Davenport MS. et al.: Radiology, 262(2), 475-484, 2012. 

血管外漏出の有意な減少 



診療放射線技師ができる安全管理対策 

【検査前】 

  ① 造影検査歴と副作用の有無やアレルギーチェック 

  ② 患者の不安を和らげる対応 

  ③ 副作用を少なくするための対処 

【検査中】 

  ④ 副作用を少なくするための造影剤注入方法 

  ⑤ 造影剤注入中の副作用前駆症状の早期発見 

  ⑥ 副作用発現時の他の医療スタッフとの連携協力 

【検査後】 

  ⑦ 遅発性副作用に対する説明と注意 



【検査中】 

④ 副作用を少なくする造影剤注入方法 

 （造影剤注入方法の考慮による 
   頻度の低減、重症度の改善） 



④ 副作用を少なくする造影剤注入方法（造影剤投与量） 

桑鶴良平ほか: 日本医学放射線学会雑誌．52(9), 1233-1246, 1992. 

熱感の有意な増加 ⇒ 不安の助長 



④ 副作用を少なくする造影剤注入方法（造影剤濃度） 

Nagamoto M. et al.: Radiat Med 24. 669-674, 2006. 

熱感の有意な増加 

    ⇒ 不安の助長 



【検査中】 

⑤ 造影剤注入による副作用前駆症状の早期発見 
⑥ 副作用発現時の他の医療スタッフとの連携協力 

（早期発見と適切な対応による重症度の改善） 



⑤ 造影剤注入による副作用前駆症状の早期発見 

日本医学放射線学会: 造影剤血管内投与リスクマネージメント, 2006. 



⑥ 副作用発現時の他の医療スタッフとの連携協力 

1）緊急事態に迅速で組織的な対応ができる施設内の体制 

2）救急カートなど救急処置に必要な機器および薬剤の整備 

3）救急医などの二次救命処置治療チームへの連絡網の整備 

4）一次救命処置：CT室内のスタッフの役割分担 
  （連絡、処置、記録など） 

★造影剤によるアナフィラキシーなどの重篤な副作用のメカニズムは 
  不明であるため、完全に事故を予防することはできない。 

二次救命処置治療チームと放射線部合同の 
定期的な訓練の実施 



【3 Step Method】 

Ⅰ 安全設計 ⇒ 高リスク患者の把握：急性副作用低減・回避 

            （セル減数効果：-2～-4） 

Ⅱ 保護手段 ⇒ 不安の緩和：急性副作用低減・改善 

  安全手段 ⇒ 検査前後の水分摂取：急性副作用低減・改善 

         ⇒ 造影剤の加温：血管外漏出低減・改善 

         ⇒ 造影剤注入条件、監視：血管外漏出低減・改善 

            （セル減数効果：-1～-2） 

Ⅲ 使用上の情報 ⇒ 副作用兆候の早期発見：重症度の改善 

               ⇒ 組織的な安全体制の構築：重症度の改善 

            （セル減数効果：0～-1） 



Safety 

Hi-Risk 

Ⅰ Ⅱ Ⅲa Ⅲb～Ⅴ 0 

血管外漏出 

アナフィラキシー反応､ 
急性副作用(重度､中等度) 

回避・低減 

まとめ 

濵田智広：造影検査における Risk Map．医療安全フォーラム、講演スライド  

改善,低減 

★装置を操作する意識から 

 患者さんと寄り添うという 

 意識への転換 



ご清聴ありがとうございました。 
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